
　今回は、法務省が公表している「在留
外国人統計」についてみてみたい。2013
年12月末現在、県内には２万4,712人の
外国人が住み、全国の外国人の約1.2％
を占めている（全国計206万6,445人）。
　グラフは全国と県内の在留外国人の
推移を表したものだ。08年に発生した
リーマン・ショックを境に減少傾向であっ
たものの、全国では、13年に増加に転
じ、県内でも下げ止まりの傾向がみられ
る。これは、企業業績が回復傾向にあり、
製造業を中心に、再び外国人労働者の
雇用が増加していることが背景にある
ようだ。
　県内の在留外国人を国籍別でみる
と、ブラジル（7,945人）が最も多く、約３

割を占めている。次いで韓国・朝鮮
（5,339人）、中国（4,869人）、フィリピ
ン（1,978人）などが続いている。
　全国的に人手不足が大きな経営課題

となっている昨今、人手不足の打開策の
一つとして外国人労働者の活用が期待
されている。女性、シニアの労働力活用
と並行して、外国人労働者の受け入れ促
進を進め、雇用促進による経済活性化に
期待したい。

（（株）しがぎん経済文化センター 𠮷川 友）

在留外国人統計より

在留外国人は減少傾向に反転の兆し
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全国では増加に転じる

資料…法務省「在留外国人統計」　（注）左目盛（全国）、右目盛（滋賀県）

在留外国人の推移全国（総数）、滋賀県（総数、国籍別）
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　滋賀県でこの夏（８月18日～20日の３日間）、「ＥＳＤ・KODOMO

ラムサール〈琵琶湖〉」が開催されました。NGO（非政府団体）ラム

サールセンターが滋賀県、草津市と共催したもので、湿地で環境

活動を行う全国の子供たちが滋賀県に集まり、さまざまな体験、

交流を行いました。

　最終日には「琵琶湖の宝」として「県民の琵琶湖に対する愛

情」「琵琶湖の水」「沖島」「固有種」「琵琶湖を守る人々のとりく

み」「湖魚食文化」の六つの宝を決定されました。琵琶湖の恩恵

を受けながら生活している者として、いずれも印象深いキーワー

ドとして心に刻まれたので、紹介させていただく次第です。

　当行も「琵琶湖を守る人々のとりくみ」の当事者として、また「湖

魚食文化」の地域資源発展を応援するサポーターとして、「ヨシ刈

り」や「ニゴロブナ・ワタカの放流」「外来魚駆除」など生物多様性

の保全活動を展開しています。また、10月１日から各店で掲示する

「秋」のメインポスターのサブタイトルは「琵琶湖の恵みを未来に引

き継ぐために。」とし、環境と生態系保全への想いを込めています。

　今回、世界中の「ＥＳＤ」の思想と活動を子供たちのものとして

広げる「KODOMOラムサール」を初めて知り、自然の豊かな恵み

を次世代に引き継ごうとするこの取り組みを、まさに「宝」としなけ

ればならないと肝に銘じたところです。

滋賀銀行 常務取締役
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※ＥＳＤ／Education for Sustainable Developmentの略。持続可能な社会づくりの担い手を育む学習や活動のこと。
　ラムサール条約／広く水辺の自然生態系を保全することを目的とする国際条約で、1993年に琵琶湖が登録され、2008年に西の湖が拡大登録された。

どんなモータでも駆動できる「ユニバーサルインバータドライバ」
　モータの省エネ駆動制御を中心にパワーエレクトロニクス技術で
製品開発・技術開発サービスを提供するスマック株式会社。そのイチ
押し製品が「ユニバーサルインバータドライバ」だ。
　うたい文句の「どんなモータもぐるんぐるん回します」の通り、ス
マックの技術を集約し、どんなモータでも駆動できるモータドライバ
である。カスタマイズ性を考慮した回路構成は、量産開発の先行検
討ドライバとして力を発揮。カスタマイズ時には、スマックの技術ノウ

ハウや提案力をプラスすることで、高度な開発リクエストにも対応す
る。また、モータドライバ技術の経験が浅い技術者でも使いこなせる
よう、使いやすさを追求した操作用パソコンソフトを搭載している。
　これまでの活用事例としては、汎用インバータドライバとして商
品に搭載されたり、モータ特性評価装置の試験用インバータとして
使われたり、量産開発のプリプロトドライバとして開発コストの改善
や納期の短縮に役立っている。　

イチ押し！pick up

■本社／大阪市中央区城見2-1-61　■設立／2003(平成15）年
■代表／河原 定夫　■従業員数／30名
■事業内容／1.パワーエレクトロニクス機器の開発・量産供給、
　2.スマックオリジナル商品（開発ツール）の製造販売、3.技術支
　援および技術コンサルティング事業
■問い合わせ先／TEL：077-526-8815（開発センター/大津市）
■URL／http://www.smach.jp/
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スマック株式会社
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「大阪東法人営業部」を守口市に移転オープン

　当行は９月５日、大阪東法人営業部を現在の牧野支

店（大阪府枚方市）内から地下鉄谷町線守口駅直結の

守口CIDビル（守口市本町）に移転しました。

　同法人営業部は、昨年６月の開設以来、皆さまのご愛

顧により順調にお取引が増加してまいりました。今回の

移転により、門真市、寝屋川市、守口市、大東市等の地

域における営業基盤の強化を図り、お取引先のより一

層の利便性向上を目指します。開所式で大道頭取は「成

長マーケットである当エリアと滋賀県とのかけはしとな

り、お取引先との共存共栄を目指してまいります」と挨

拶しました。

　当行は、昨年４月から展開中の第５次長期経営計画

（期間：３年）で「マーケットに対応した店舗戦略～にじみ

出し戦略の展開～」を掲げており、地域密着型金融のさ

らなる機能強化を目指して取り組んでまいります。

オープンを記念してテープカットする大道頭取、株式会社大日商会 中田裕久
会長、菅井大阪東法人営業部長（右より）
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